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いただくために

区立

学
校
数
は
東
京
一
番

年
々
ふ
え
て
9
4校
に

足
立
区
は
、
二
十
三
区
中
、
世
田
谷
区
に
つ
い
で
一
番
目
の
広
さ
、
か
つ
て
は
緑
に
め
ぐ
ま
れ
た

田
園
地
帯
が
広
々
と
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
、
中
鳥
層
の
公
営
住
宅
団
地

が
数
多
く
建
設
さ
れ
、
一
般
住
宅
の
進
出
と
相
ま
っ
て
、
人
口
は
世
田
谷
、
大
田
区
に
つ
い
で
二
十

三
区
中
三
番
目
、
六
十
万
を
越
え
ま
し
た
。
特
に
環
状
七
号
線
か
ら
北
側
の
市
街
化
か
急
速
に
進
ん

で
い
ま
す
の
で
、
区
守
一
学
校
の
縫
設
に
追
わ
れ
、
つ
い
に
そ
の
数
で
は
東
京
一
多
く
な
り
ま
し
た
。

市
街
化
で

、
も

っ
と
も
大
切

な

こ
と
は

、
よ
い
教
育
環
境
を
保
ち

教
育
効
果
を
増
す
た
め
に

、
教
育

施
設
の
適
正
な
規
模

と
適
正
な
配

置
で
す

。

学
校
の
適
正
な
規
模
は

、
一
ク

ラ
X

の
児
童
生
徒
数

が
四
十
五
人

学
級
数

が
十
二
か
ら
十
ハ

ク
ラ

又

と
さ
れ
て
い
ま
す

。

し
か
し
、
人
口
増
加
の
は
げ
し

い
地
域
で
は
、
こ
の
適
正
規
模
を

保
っ
て
い
く
こ
と
が
む
づ
か
し

く
、
都
平
均
で
は
、
小
学
校
が
二

十
ク
ラ
ス
、
七
百
六
十
八
人
、

中
学
校
で
は
十
七
ク
ラ
ス
、
六
百

瓦
十
四
人
と
い
う
の
が
現
収
で
す
　

足
立
区
で
も
、
小
学
校
は
二
十

四
、
五
ク
ラ
ス
、
九
百
三
十
三
人
、

中
学
校
が
十
九
一
二
4

ク
ラ
ス
、

七
百
九
十
七
人
と
な
り
て
お
り
、

都
の
平
均
よ
り
過
大
校
で
す
。

都
心
ぽ
I
で
は
、
過
疎
化
に
よ
っ

て
掌
校
の
統
廃
合
か
考
え
ら
れ
て

い
る
と
い
う
の
に
、
同
匕
区
艨
の

足
立
区
で
は
毎
年
学
枚
の
新
設
、

増
築
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
い
う

の
は
、
ま
だ
ま
だ
、
足
立
区
に
は

市
街
化
さ
れ
る
地
域
が
あ
る
か
ら

で
す
。

た
と
え
ば
、
環
七
か
ら
北
、
国

遭
四
号
線
か
ら
東
の
、
こ
の
地
域

に
は
、
昭
和
三
十
六
年
ま
で
、
明

治
三
十
三
年
に
開
校
し
た
花
畑
小

学
校
が
一
校
あ
る
だ
け
で
し
た
が

昭
和
三
十
七
年
に
中
川
小
学
校
、

三
十
八
年
に
花
畑
第
一
小
学
校
、

四
十
年
に
加
平
小
学
校
、
四
十
二

年
に
溯
江
第
一
小
学
校
、
四
十
五

年
に
花
畑
西
小
学
校
と
東
栗
原
小

学
校
、
四
十
七
年
に
花
畑
東
小
学

校
、
中
川
北
小
学
校
、
そ
し
て
今

年
の
四
月
に
は
花
保
小
学
校
、
さ

ら
に
来
年
に
は
花
畑
桑
袋
地
区
に

一
佼
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う

よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
急
増
す
る
児

東
生
徒
を
収
吝
す
べ
く
新
股
、
増

築
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「

調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
足

立
」
を
目
標
に
艇
期
棊
本
計
画
で

は
、
昭
和
六
十
年
ま
で
に
、
適
正

規
模
で
適
正
配
置
の
学
校
建
設
を

め
ぎ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
必
饗

数
は
、
小
学
枚
八
十
捜
、
中
学
校

四
十
校
の
計
百
二
十
校
と
な
っ
て

お
り
、
令
後
山
分
は
学
枚
縫
設
に

追
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

10年間に　
26校増加

昭和38年4 月昭和48年4 月

四
月
新
設
予
定
校
を
含
み
ま
す

新年度、開校を目前にほとんど完成した花保小学校
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教育予
算

予
算

(
一
般

会
計
)

の
3
4
%は
教
育
費

八
二
億
六
五
〇
九
万
円

(
第
二
次

補
正
後
)

学
校
数
、児
童
生
徒
数
と
も
に
、
二
十
三
区
中
の
ト
ッ
プ
を
占
め
る
足
立
区
で
は
ご
般
会
計
予
算
の
ト
ッ

プ
も
ま
た
教
育
費
で
八
十
二
億
円
、
千
代
田
区
の
一
般
会
計
予
算
(
当
初
)
が
全
額
で
六
十
億
円
で
す
か
ら

そ
の
規
模
の
大
き
さ
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
も
学
校
新
増
設
等
の
行
政
需
要
が
年
々
ふ
え
る
一
方
で
本
年

度
は
、
前
年
度
同
期
に
比
べ
て
十
五
億
七
千
八
百
万
円
、
二
三
・
六
%
も
教
育
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

教
育
費
の
内
容
は
、
児
童
・
生

徒
の
教
育
経
費
と
青
少
年
や
成
人

の
杜
会
教
宵
経
費
に
大
別
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
お
も
な
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
教
育
指
導
(
教
育
相
談
所
の
管

理
連
賞

学
校
教
育
指
導
、
児

童
生
徒
の
健
全
生
活
指
導
な

ど
)
に
二
千
八
百
二
十
一
万
円

ヤ
教
育
セ
ン
タ
ー
建
設
に

三
億
六
百
四
十
五
万
円

▼
学
校
管
理
運
営
(
小
学
校
六
十

二
校
、
同
分
校
一
枚
、
一
千
五

百
五
十
四
学
級
、
六
万
八
百
九

人
、
中
学
校
ニ
ト
六
校
、
五
百

四
十
二
学
級
、
二
万
二
千
六
十

七
人
)
に

三
十
四
億
百
二
十
二
万
円

▼
就
学
困
窮
児
童
生
徒
扶
助
(
條

学
旅
行
、
学
用
品
等
お
よ
び
医

療
、
給
食
、
そ
の
他
に
要
す
る

経
費
の
扶
肋
)
に

四
億
五
千
九
百
一
箏
八
万
円

▼
学
校
給
食
運
営
に

九
千
三
百
一
万
円

▼
学
杖
衛
生
管
理
に

一
億
四
千
百
六
十
八
万
円

▼
養
護
学
園
管
理
迷
営
に

二
千
七
百
七
十
二
万
円

▼
杖
外
施
設
管
理
迷
営
(
日
光
林

間
学
園
の
増
設
と
管
理
運
営
、

移
動
教
室
、
臨
海
学
園
運
営
)

に
一
億
一
千
四
百
二
十
二
万
円

▼
幼
稚
園
管
理
運
営
(
区
立
幼
稚

園
三
園
、
十
二
学
級
、
四
肖
八

十
人
、
公
私
立
就
匱
奨
励
)
に

六
千
百
九
十
二
万
円

▼
学
校
施
設
建
設
(
校
地
購
入
、

仮
設
校
舎
、
校
舎
新
増
改
築
小

学
校
二
十
六
校
一一百
四
十
五
教

室
、中
学
校
七
校
七
十
四
教
室
、

体
育
館
四
、
プ
ー
ル
五
、
そ
の

他
雄
政
建
設
)
に

三
十
一
億
二
千
六
百
二
十
万
円

▼
社
会
教
育
関
係
(
青
少
年
育
成

な
ど
社
会
教
育
各
穐
事
業
、
図

齢
館
、
青
年
館
、
文
化
会
館
の

管
理
運
営
)
に

二
億
五
千
六
百
十
万
円

▼
杜
会
体
育
関
係
(
牡
会
体
育
各

穐
事
業
、
体
育
館
、
ほ
か
体
宵

施
設
管
理
運
営
)
に

八
千
六
百
二
十
四
万
円

校
舎
の
鉄
筋
化
8
3
%に

4
9年
度
ま
で
に
1
0
0
%

危
険
防
止
と
よ
い
救
育
環
境
を
9

備
す
る
た
め
、
木
造
校
舎
の
鉄

筋
化
を
進
め
、
三
千
三
十
二
教
塞

の
八
三
%

、
二
千
五
百
十
四
教
室

を
鉄
筋
化
し
ま
し
た
。

残
り
五
百
十
八
教
室
の
木
造
校

舎
も
、
四
十
九
年
度
ま
で
に
は
す

べ
て
飲
筋
化
す
る
予
定
で
す
。

木
造
校
舎
は
、
昭
和
二
十
七
年

に
建
設
し
た
保
木
間
小
学
校
の
四

教
寵
と
蒲
原
中
学
枚
の
六
救
皇
、

四
十
一
年
健
設
の
亀
田
小
学
校
一

教
室
を
娘
後
に
、
そ
れ
以
後
は
建

設
し
て
い
ま
せ
ん
。

鉄
筋
校
舎
で
も
っ
と
も
占
い
歴

史
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
大
正
十

五
年
建
設
の
渕
江
尋
常
高
等
小
学

校
(
現
在
、
渕
江
小
学
校
)
の
二

階
建
て
五
教
室
、
当
時
、
南
足
立

郡
の
内
慢
校
舎
で
し
た
。

戦
後
は
、
峨
災
捜
の
再
興
に
追

わ
れ
、
資
材
の
不
足
、
財
源
難
で

茜
し
い
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
、
千
舟
小
学
校

に
鉄
筋
校
舎
を
建
設
し
て
以
来
、

徐
々
に
鉄
筋
化
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
本
格
的
に
鉄
筋

化
に
と
り
く
み
だ
し
た
の
は
、
復

莠
期
を
過
ぎ
て

①
市
街
化
に
伴
う
人
口
の
急
増
に

よ
る
児
童
生
徒
の
収
容
、

②
限
ら
れ
た
土
地
の
有
効
利
用
で

麗
外
運
動
場
の
確
保
、

③
地
城
住
民
の
防
災
拠
点
に
す

と
い
う
観
点
か
ら
、
火
災
や
地
震

に
強
い
堅
牢
な
鉄
筋
校
舎
で
の
高

層
化
が
必
要
に
な
っ
て
か
ら
で

す
。

鉄
筋
化
を
五
年
前
と
比
べ
て
み

ま
す
と
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

(写
真
　
舎
人
小
学
校
に
お
け
る

枚
舎
の
鉄
筋
化
、
新
校
舎
が
完
成

す
る
と
、
旧
木
造
校
舎
は
取
り
壊

さ
れ
る
)

昭和42年度末

全校
2259 教 室

昭和47年度末

全 校
3032 教室

( 建設中を含む)

学校
施設

体育館とプールの

建設も進めています

心
身
と
も
に
健
全

で
、
た
く
ま
し
く
ね

ぱ
り
強
い
兜
童
・
生

徒
に
育
て
あ
げ
る
た

め
、
基
本
的
に
は
、

小
中
学
校
全
校
に
体

育
館
と
プ
ー
ル
を
設

置
す
る
方
針
で
す
7
　

体
育
館
に
つ
い
て

は
開
枚
翌
年
に
は
建

設
に
幣
手
し
て
お
り

昭
和
四
十
七
年
度
末

に
は
小
中
学
校
全
枚

に
般
置
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
四
十
八
年
度
開
枚
予
定
の
小

学
校
三
枚
、
中
学
校
一
枚
に
つ
い
て
も
。
四

十
八
年
度
中
に
建
設
に
着
予
す
る
予
定
で

す
。一

方
、
学
校
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
か
な

り
の
敷
地
を
必
饗
と
し
ま
す
の
で
、
校
庭
の

狭
い
学
校
で
は
、
校
舎
の
屋
上
へ
設
置
す
る

な
ど
し
て
、
校
庭
が
よ
り
狭
く
な
ら
な
い
よ

う
に
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら

、
技

術
的
な
こ
と
で
設
置
が
遅
れ
て
い
る
学
校
も

あ
り
ま
す
が
、
命
後
、
毎
年
六
・
七
校
程
度

は
設
搬
し
て
い
く
計
画
で
す
。

体育館の建設 昭和42年度保有

合計60

昭和47年度保有

合計89

プールの建設 昭和42年度保有

合計45

昭和47年度保有

合計71
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学

校

保 健

児
童
・
生
徒
の

健
康
を
守
る

区
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
を
り
象
に
毎
年
、
眼
、
耳
鼻

咽
喉
、
歯
の
健
ぽ
詮
断
を
什
な
っ

て
お
り
、
そ
の
結
米
は
ド
の
グ
ラ

フ
の
と
お
り
で
す
。

他
に
結
核
検
診
、
寄
生
虫
卵
検

査
、
心
臓
疾
患
検
査
、
腎
臓
疾
患

(
尿
)
検
査
な
ど
も
行
な
い
ま
す
。

特
に
、
足
び
ぼ一
で
は
、
心
臓
、
腎

籖
の
検
査
を
他
区
に
先
が
け
て
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

心
臓
に
つ
い
て
は
異
常
者
四
百
二

名
、
腎
臓
に
つ
い
て
は
第
一
次
賎

性
者
一
千
三
町
十
七
名
、
第
二
次

鵬
性
膏
百
三
十
八
名
が
み
つ
か
り

適
切
な
処
置
が
桁
導
さ
れ
ま
し
た

ま
た
、
日
光
移
動
教
室
、
修
学

旅
行
、
縋
闡
施
設
参
加
な
ど
で
集

団
生
活
す
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
鵬
内
培
養

耜
菌
検
を
を
行
な
っ
た
り
、
近
乍

問
題
と
な
っ
て
い
る
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
な
ど
大
気
汚
染
に
紂
し
て
は

心
配
の
あ
る
小
学
校
十
鴨

中
学

校
四
校
で
恥
機
能
検
轟
を
行
な
う

な
ど
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
の
保

持
増
進
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

昭和46年度健康診断状況

男

女

足立区
教育の努力点

子
ど
も
た
ち
が
「
り
っ
ぱ
な
人
」
に
育
っ
て
い
く

よ
う
に
、
足
立
区
で
は
昭
和
四
十
三
年
か
ら
次
の
三

つ
の
目
標
を
掲
げ
、
「
教
育
の
努
力
点
8
三
本
柱
)
」

と
し
て
、
教
育
行
政
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

◎

能
力
適
性
の
伸
長

◎

健
映
安
令
の
推
進

◎

愉
操
意
志
の
陶
冶

今
ま
で
、
教
育
と
い
え
ば
、
と
も
す
れ
ば
学
枚
教

育
だ
け
が
凧
ん
ぜ
ら
れ
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
最

近
の
よ
う
に
、
生
活
が
日
を
追
っ
て
複
雑
化
し

、
そ

の
広
が
り
も
大
き
く
な
り
、
ま
た

地
峨
が
急
速
に
変
動
し
て
い
く
こ

と
が
ら
、
家
庭
教
育
、
社
会
教
育

の
必
要
性
と
重
嬰
性
が
、
学
校
教

育
に
あ
わ
せ
て
見
直
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
掌
校
の
先
生

方
に
任
せ
て
お
く
だ
け
で
は
な
く
、
親
や
、
町
の
人

た
ち
も
、
教
育
を
考
え
、
教
育
を
す
す
め
る
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
、
教
育
の
努
力
点
(
三
本

柱
)
に
つ
い
て
は
、
足
立
区
民
す
べ
て
の
人
々
が
努

力
目
標
と
し
、
教
育
推
進
の
足
躯
み
を
そ
ろ
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

。

そ
れ
で
は
、
「
り
っ
ぱ
な
人
」
と
は
ど
う
い
う
人

の
こ
と
を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
現
在
の

子
ど
も
た
ち
が
、や
が
て
、二
十
一
世
紀
に
ま
で
、
「た

く
ま
し
く
、正
し
く
、ゆ
た
か
に
、美
し
く
」生
き

て
い
き
、自
分
の
み
な
ら
ず
、社
会
も
、国
も
そ
う

あ
ら
し
め
よ
う
と
努
力
す
る
―
―
こ
う
い
う
人
を
い

う
の
で
す
。
「
も
の
し
り
」
だ
け
で
は
役
に
立
ち
ま

せ
ん
。
「
弱
い
体
」
で
は
困
り
ま
す
。
ま
た
「
自
己

本
位
の
貧
弱
な
心
の
持
主
」
で
は
、
す
ば
ら
し
い
日

本
を
築
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
科
学
活
用
の
時
代
で
あ
り
、

健
全
な
文
化
発
展
の
時
代
で
あ
り

人
間
惇
咀
の
時

代
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
へ
心
教
育
と
し
て

教
育
心
努
力
点
(
三
本
柱
)
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
重

点
的
内
容
を
次
の
よ
う
に
お
さ
え
て
い
ま
す
。

能
力
適
性
の
伸
長
で
は
、

(
1
)
基
礎
学
力
の
向
上

(
2
)
創
造
力
の
育
成

(
3
)
実
践
能
力
の
増
進
　

内
に
か
く
れ
た

力
を
伸
ば
す

健
康
安
全
の
推
進
で
は

(
1
)
体
位
体
力
の
増
強

(
2
)
安
全
対
策
の
推
進
　

た
く
ま
し
い
心
身
を
き

た
え
る
。

情
操
意
志
の
陶
冶
で
は

(
1
)
青
少
年
の
健
全
育
成

(
2
)
互
助
精
神
の
育
成

(
3
)
家
庭
愛
の
啓
発

道
徳
心
を
高
め

愛
情
を
深
め
る

特
に
、
こ
れ
ら
こ
本
柱
を
支
え
る
大
肌一
桂
は
家
庭

教
育
で
す
。
古
今
栽
西
の
像
人
と
い
わ
れ
た
人
た
ち
、

社
会
に
貢
献
し
た
人
た
ち
の
生
い
た
ち
を
調
べ
て
み

ま
す
と
、誰
も
が
、愛
情
と
知
性
に
あ
ふ
れ
た
家
庭
に

お
い
て
、
人
間
と
し
て
の
基
礎
的
教
養
と
心
が
ま
え

を
き
ぴ
し
ぐ
し
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
間
と
し
て

の
良
心
が
育
て
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
日
常
生
活
の
習
慣

の
巾
で
、
科
学
す
る
心
や
、
感
謝

や
奉
仕
の
情
操
や
、
自
立
心
な
ど

が
培
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
家

庭
教
育
は
、
人
間
を
り
っ
ぱ
に
育
て
る
上
で
、
も
っ

と
も
火
切
な
場
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
、
親
た
る
者
の

も
つ
責
任
は
訛
大
で
す
。
親
の
心
が
け
、
考
え
方
、

感
じ
方
は
、
み
な
子
ど
も
た
ち
に
受
け
っ
が
れ
て
い

き
ま
す
。
ま
さ
に
、
「
子
は
観
の
鏡
」
と
は
至
a
な

の
で
す
。
そ
こ
か
ら
軛
み
ず
か
ら
の
謙
虚
な
、
そ
し

て
爽
剣
な
生
活
態
度
が
要
水
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ

れ
こ
そ
、
三
本
柱
を
支
え
る
大
黒
柱
と
い
え
る
の
で

す
。

特
殊

学

級

ひ
と
り
ひ
と
り
の
子
ど
も
に

適
切
な
教
育
み
ご
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、
普
通
の
学
校
教
育
の
な

か
で
は
、
心
身
に
障
害
が
あ
る
た

め
に
、
十
分
に
、
そ
の
能
力
を
伸

ば
す
こ
と
か
で
き
な
い
子
ど
も
、

あ
る
い
は
、
学
校
に
就
学
で
き
な

い
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

焦
点
に
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

障
害
を
も
つ
子
ど
も
は
、
そ
の

障
害
の
種
類
や
穣
度
に
よ
っ
て
、

各
種
の
養
護
学
校
や
、
一
般
の
学

校
に
併
設
さ
れ
て
い
る
特
別
の
学

級
で
教
育
を
う
け
る
こ
と
が
、
一

番
望
ま
し
く
、
し
あ
わ
せ
で
あ
る

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

で
は
、
足
立
区
に
あ
る
隙
害
児

学
級
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
難
戚
や
、
母
体
の

病
気
な
ど
力
原
川
气

ち
え
の
発

達
の
遅
れ
が
あ
る
子
ど
も
の
た
め

の
学
級
が
あ
り
ま
す
。
一
学
級
十

三
名
以
下
で
、
先
生
も
学
級
あ
た

り
一
人
半
か
ら
二
人
つ
い
て
、
個

別
的
に
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

一
般
学
級
で
は
、
友
だ
ち
も
少
な

く
、
ち
ぢ
こ
ま
っ
て
い
た
子
ど
も

が
、こ
の
学
級
に
へヽ
っ
て
か
ら
は
、

見
ち
が
え
る
よ
う
に
明

る
く
、
よ

く
話
す
よ
う
に
な
り
、
の

び
の
び

と
学
校
生
活
を
楽
し
む
よ
う
に
な

っ
た
例
は
よ
く
見
る
こ
と
で
す
。

つ
ぎ
に
、
話
し
か
け
て
も
知
ら

ん
顔
を
し
て
い
た
り
、
聞
き
ま
ち

が
え
が
多
く
、
い
わ
れ
た
こ
と
が

守
れ
な
い
の
で
、
注
憲
力
が
散
ま

ん
で
、
ボ
ン
ヤ
リ
だ
と
思
わ
れ
て

い
る
子
が
、
実
は
、
坏
の
き
こ
え

が
わ
る
か
っ
た
の
が
原
因
と
わ
か

り
ま
し
た
。ま
た
、話
し
を
す
る
時

じ
れ
っ
た
そ
う
に
発
音
し
、
し
か

も
、そ
の
こ
と
ば
が
聞
き
苦
し
く
、

飛
行
機
を
ヒ
ト
ー
チ
と
発
音
し
た

り
し
て
い
る
の
で
、
ち
え
遅
れ
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
い
る
子
が

実
は
、
発
語
機
関
に
障
害
が
あ
る

た
め
と
わ
か
り
ま
し
た
。
前
者
は

難
脆
学
級
で
、
後
者
は
は
語
障
害

学
級
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
か
ら

治
療
的
指
蝉
を
う
け
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
視
力
が
弱
い
子
ど
も
の

た
め
の
弱
祝
学
級
が
あ
り
ま
す
。

見
え
に
く
い
と
い
う
こ
と
か
ら

疲
れ
や
す
く
、
何
を
す
る
の
に
も

お
・
く
う
に
な
り
、
根
気
も
な
く

な
り
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
体
の
弱

い
子

ど

も
の
た
め
の
養
護
学
園
も
あ
り
ま

す

が
、「
早
期
発
見

、
早
期
指
導

」

が
幣
ま
れ
ま
す
の
で

、
担
任
の
託

生
に
相
談
し
た
り

、
あ
る
い
は
直

接

、
ぼ一
教
育
相
談
所
へ
問

い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

千寿第一小学校内の難聴学級

教
育相
談

毎
朝
の
よ
う
に
、
友
だ
ち
が
迎

え
に
来
る
頃
に
な
る
气

頭
が
痛

い
、お
な
か
が
痛
い
と
訴
え
た
り
、

い
く
ら
起
こ
し
て
も
、
フ
ト
ン
を

か
ぶ
り
て
起
き
な
い
で
、
学
校
へ

行
き
た
が
ら
な
い
子
ど
も
が
い
ま

す
。
学
校
へ
は
行
り
て
い
る
が
、

友
だ
ち
や
先
生
と
口
を
き
い
た
こ

と
が
な
い
F
ど
も
も
い
ま
す
。
友

だ
ち
と
話
し
た
气

遊
ん
だ
り
し

て
い
る
樣
子
を
u一
聞
き
す
る
と
同

年
の
子
と
雀
わ
ら
な
い
の
に
、
学

力
の
伸
び
が
心
配
に
な
る
子
ど
も

も
い・ま
す
。
ま
た
、
学
校
で
、
ど

う
に
も
落
着
き
が
な
く
、
先
生
が

ち
ょ
っ
と
朧
を
放
す
と
教
室
の
外

に
出
て
い
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
も

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
学
校
で
は

先
生
が
子
ど
も
と
戚
接
し
た
り
、

缸
禦
し
た
り
、
莉
j
を
し
た
り
し

て
、
子
ど
も
と
の
心
の
つ
な
が
り

の
な
か
で
、
こ
れ
ん
の
問
題
の
ほ

閃
を
追
究
し
、
解
決
に
努
め
て
い

ま
す
。
時
に
は
、
保
護
者
と
面
接

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

学
校
教
育
相
談
と
4
び
、
学
枚
教

育
の
な
か
で

、
大
へ
ん
大
切
な
分

野
で
す
。

し
か
し
、
問
題
の
根
が
、
か
な

り
深
い
と
き
、
複
雑
な
と
き
は
学

校
の
先
生
が
教
育
的
配
慮
か
ら
、

教
育
棚
談
の
専
門
家
に
和
談
す
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

本
区
で
は
、
現
在
、
千
弁
第
四

小
学
校
敬
地
内
に
、
足
立
区
教
育

扣
談
所
が
あ
り
、
毎
日
、
来
駿
者

の
相
談
、
治
療
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。
実
に
年
間
延
べ
二
千
八
百
人

も
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
に
病
気
の
あ
る
と
き
病
院
の
戸

を
叩
く
よ
う
に
、
心
に
病
を
も
た

れ
る
お
子
さ
ん
が
い
る
と
き
、
あ

る
い
は
、
し
つ
け
、
進
路
な
ど
の

相
・談
で
も
結
構
で
す
、
お
気
軽
に

教
育
相
談
所
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

八
八
八
―
九
九
六
六

教育相談所における障害児の学習訓練
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家
庭

新
入
学
児
童
の
ご
家
庭
に

は
じ
め
の
し
つ
け
が
大
切

こ
の
四
月
に
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
も
つ
ご
家
庭
で
は
、

何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
こ
と
で
し
J
う
。ま
た
子
ど
も
た
ち
も
、

新
し
い
学
校
生
活
を
前
に
し
て
、
希
望
と
期
待
に
胸
を
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

最
近
の
新
入
生
は
、
か
な
り
の
社
会
性
が
つ
い
て
お
り
、

学
校
生
活
に
適
応
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
入

学
を
前
に
し
て
ご
家
庭
で
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
点
を
あ
げ

て
み
ま
し
ょ
う
。

規
則
正
し
い
生
活

ご
承
知
の
よ
う
に
、
学
校
生
活

は
規
則
正
し
い
生
活
で
営
ま
れ
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
見
す
ぎ
て
夜

ふ
か
し
し
た
り
、
朝
寝
を
し
た
り

し
な
い
よ
う
に
、
ご
家
庭
で
も
な

る
べ
く
規
則
正
し
い
生
活
を
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ら
は
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に
神
経
を
使
い
、
緊
張

し
た
日
々
を
送
り
ま
す
。
十
分
な

睡
眠
と
休
養
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
朝
礼
で
気
も
ち
が
悪
く
な

る
子
ど
も
は
、
朝
食
を
た
べ
て
こ

な
い
子
ど
も
に
多
い
よ
う
で
す
。

夕
食
が
お
そ
い
た
め
に
朝
食
の
時

お
な
か
が
す
か
な
い
と
い
う
子
ど

も
も
い
ま
す
。
外
へ
避
び
に
い
っ

て
も
、
夕
食
前
に
は
き
ち
ん
と
帰

っ
て
く
る
習
慣
を
つ
け
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

物
を
大
事
に

す
る
習
慣

入
学
祝
い
に
、
多
く
の
ご
家
庭

で
い
ろ
い
ろ
な
学
用
品
を
も
ら
っ

た
り
し
ま
す
。
新
し
い
学
用
品
を

い
た
だ
い
て
子
ど
も
た
ち
は
う
き

う
き
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
の
も

の
と
し
て
大
事
に
使
っ
て
い
く
考

え
を
も
た
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
校
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
忘

れ
物
が
あ
り
、
自
分
の
物
を
目
の

前
に
出
さ
れ
て
も
気
が
つ
か
な
い

子
ど
も
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
見
て
い
る
前
で
一
つ
一

つ
名
前
を
害
い
て
や
り
、
「
○
○

ち
ゃ
ん
の
も
の
だ
か
ら
大
事
に
使

い
ま
し
ょ
う
。ね
。
○
○
ち
ゃ
ん
の

鉛
筆
は
、
ホ
ラ
、
こ
の
よ
う
に
赤

い
色
な
の
よ
。」と
ち
ょ
っ
と
注
意

し
て
や
る
と
、
物
に
対
す
る
意
識

が
か
な
り
深
く
な
っ
て
く
る
わ
け

で
す
。

交
通
安
全

四

、
五
月
は
、
新
入
生
の
交
通

事
故
が
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

お
祝
い
に
い
た
だ
い
た
自
転
車
を

乗
り
ま
わ
し
た
り
、
は
ず
ん
だ
心

で
路
上
に
と
び
だ
し
た
り
し
が
ち

で
す
。
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
も

一
年
生
ぐ
ら
い
で
す
と
、
俗
号
が

青
に
な
る
と
す
っ
か
り
安
心
し
て

ま
っ
す
ぐ
に
か
け
て
い
き
ま
す
。

左
折
し
た
り
右
折
し
た
り
す
る
皐

に
う
っ
か
り
し
て
注
意
を
は
ら
わ

な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
お

か
あ
さ
ん
が
一
緒
に
渡
る
と
き
に

か
け
て
渡
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た

左
右
を
よ
く
確
認
し
て
渡
る
よ
う

に
注
意
し
ま
す
と
か
な
り
泌
意
力

が
つ
い
て
き
ま
す
。

自
立
性
と
社
会
性

青
信
号
だ
け
に
頼
ら
ず
に
、
よ

く
左
右
前
方
を
確
認
す
る
こ
と
は
、

自
立
性
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。
集
岡
登
下
校
に

し
て
も
、
高
学
年
の
班
長
さ
ん
に

頼
り
き
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
た

り
、
よ
そ
見
し
た
り
し
な
が
ら
歩

い
て
い
く
と
、
思
わ
ぬ
け
が
を
し

た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
下
履
き
と
上
履
き
を
は

き
か
え
る
と
き
に
、
下
履
き
を
左

右
乱
れ
た
ま
ま
に
脱
ぎ
っ
放
し
に

す
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
手
を
洗

う
と
き
に
、
水
し
ぶ
き
を
ま
わ
り

に
か
け
て
し
ま
っ
た
り
す
る
子
ど

も
も
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
自
分
の
家

で
し
っ
か
り
し
つ
け
て
お
く
と
、

学
校
生
活
で
も
、
こ
う
し
た
こ
と

か
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
く
わ
け

で
す
。

爪
の
の
び
や
、
鼻
紙
、
ハ
ン
ケ

チ
を
毎
日
も
た
せ
て
い
く
こ
と
も
、

よ
く
注
意
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

爪
が
の
び
て
き
た
ら
、
自
分
か
ら

進
ん
で
切
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
り
、
だ
ん
だ
ん
と
自
分
で
切
る

よ
う
に
し
む
け
て
い
く
と
、
毎
日

の
生
活
の
中
で
自
主
性
が
育
て
ら

れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。初

め
の
う
ち
は
、
勉
強
を
教
え

る
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
こ
う
し

た
日
常
生
活
の
習
慣
を
し
っ
か・り

つ
け
て
い
く
こ
と
の
ほ
う
が
大
切

で
す
。

ま
た
、
子
ど
も
は
ち
よ
り
と
し

た
こ
と
で
友
だ
ち
を
き
ら
う
よ
う

に
な
っ
た
り
、
外
見
だ
け
で
す
き

き
ら
い
を
は
っ
き
り
し
た
り
し
ま

す
。
そ
う
い
う
と
き
こ
そ
、
子
ど

も
を
し
つ
け
て
い
く
ま
た
と
な
い

機
会
な
の
で
す
。
子
ど
も
の
い
う

こ
と
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
や

ら
ず
に
、
時
に
は
違
っ
た
見
方
や

も
っ
と
よ
い
考
え
を
気
づ
か
せ
て

い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
社
会
性

と
い
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
日
々

の
生
活
実
践
の
中
で
育
っ
て
い
く

も
の
な
の
で
す
。

た
べ
も
の
の
す
き
き
ら
い
が
は

げ
し
か
っ
た
り
、
た
べ
る
時
間
が

お
そ
い
子
ど
も
も
、
給
食
の
時
間

に
な
る
と
世
話
が
か
か
り
ま
す
。

日
々
の
食
事
を
、
お
い
し
く
、
感

謝
し
て
た
べ
る
習
慣
を
つ
け
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

一
般
的
に
は
、
活
発
で
積
極
的

な
子
ど
も
が
多
い
の
で
す
が
、
な

か
に
は
、
引
っ
こ
み
思
案
に
な
っ

た
り
、
ほ
と
ん
ど
し
ゃ
べ
ら
な
い

子
ど
も
も
い
ま
す
。
家
庭
的
な
甘

え
か
ら
な
か
な
か
ぬ
け
き
ら
な
い

子
ど
も
も
い
ま
す
。
わ
が
子
の
よ

う
す
を
し
っ
か
り
お
さ
え
、
根
気

強
く
、
愛
情
を
も
っ
て
、
徐
々
に

社
会
性
を
つ
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

写
真
説
明

(
上
)
朝
礼
で
並
ん
だ
千
寿

第
一
小
学
校
の
児
童
。

(下
)
朝
夕
の
登
下
校
時
の

安
全
確
保
の
た
め
、
学
童
擁

護
員
が
各
小
学
校
に
配
置
さ

れ
て
い
る
。
千
寿
小
学
校
で

家
庭
で
の

暖
か
さ

一
家
が
、集
ま
る
夕
食
時
の
ひ

と
と
き
な
ど
は
、
テ
レ
ビ
を
切

つ
て
楽
し
い
雰
囲
気
に
し
、
安

定
感
を
も
た
せ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
持
に
、
足
立
区
で
は
、
第

三
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と

定
め
、
一
家
だ
ん
ら
ん
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

不
良

化
防
止

学
年
休
み
の
問
題
点

不
良
化
の
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

子
ど
も
の

万
引
き
ふ
え
る

昨
年
の
青
少
年
犯
罪
の
補
導
状

況
を
み
る
と
、
犯
罪
少
年
(
十
四

歳
～
二
十
歳
)
触
法
少
年
(
十
四

歳
未
満
)
と
も
増
加
し
、
前
年
を

ニ
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
も
上
回
わ
っ
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
「
窃
盗
」
が

臼
立
ち
、
犯
罪
少
年
の
四
六
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
、
触
法
少
年
に
お
い

て
は
七
四
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
の
内
容
は
、
ス
ー
パ
ー
ス
ト

ア
ー
で
の
万
引
き
が
ほ
と
ん
ど
、

補
導
さ
れ
る
の
は
土
曜
、
日
曜
や

春
休
み
な
ど
の
学
校
の
休
み
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

方
一
き
に
対
し
て
、
子
ど
も
た

ち
は
罪
の
意
識
が
な
く
、
友
だ
ち

と
の
競
走
意
識
、
好
奇
心
で
行
な

う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。で
す
か
ら
、

家
庭
で
は
、
特
に
子
ど
も
の
持
ち

物
に
注
意
が
大
切
。
家
族
の
ち
ょ

っ
と
し
た
心
づ
か
い
で
、
青
少
年

犯
罪
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。自

転
車
ド
ロ

ボ
ー
に
注
意

車
体
に
住
所
と
氏
名
を

青
少
年
の
間
に
自
転
車
乗
り
が

流
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
め

紛
災
。
盗
難
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
路
上
に
置
き
放
た
れ
た
自
転

車
を
勝
予
に
乗
り
1
わ
し
た
上
、

乗
り
す
で
る
な
ど
の
例
も
出
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
は
、
後
部
の
泥

よ
け
に
、
住
所
、
氏
名
を
欝
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
防
げ
ま

す
。
置
き
場
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

子

ど

も

の

悩
み
や
不
安

を
な
く
そ
う

毎
年
、
卒
業
期
に
な
る
と
、
学

校
内
や
学
校
対
学
校
の
対
立
抗
争

が
発
生
し
、
暴
力
事
件
に
発
艇
す

る
例
も
あ
り
ま
す
。
早
期
に
そ
の

芽
を
つ
む
に
は
、
こ
れ
ら
の
情
報

を
得
た
ら
、
細
か
い
面
に
つ
い
て

も
、
学
校
や
警
察
と
遮
絡
を
と
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
進
学
や
就
職
問
題
を
か

か
え
て
い
る
だ
け
に
、
梼
神
的
勳

找
が
起
こ
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

気
に
そ
ま
な
い
進
学
、
就
職
″
受

験
な
ど
で
、
不
安
、
悩
み
、
絶
望

感
を
持
つ
子
、
反
紂
に
ご
ぺ
学
、

進
学
が
き
ま
っ
て
の
安
堵
感
か
ら

気
が
ゆ
る
み
、
思
わ
ぬ
非
行
に
走

る
子
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

家
出
、
自
殺
、
不
良
交
友
な
ど

父
兄
が
予
期
し
な
い
不
祥
事
犯
が

多
発
す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
自
覚
は
も
と
よ
り
で

す
が
、
凍
庭
で
の
注
意

が
必
要
で
す
。
む
し
、

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
困

っ
た
こ
と
が
起
こ
り
ま

し
た
ら
、
次
の
と
こ
ろ

へ
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▽
浅
草
少
年
セ
ン
タ
ー

(
台
東
区

浅
草
二
―

二
八
―
一
浅
草
寺
裏
)
　

八
四
四
―
〇
〇
四
六

▽
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬

各
警
察
署
の
少
年
係

犯罪少年( 14歳～20歳)
の罪種別

触法少年( 14歳未満)
の罪種別


